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海藻類の完全利用に闘する研究

第一報 アノVギン酸製造法の改良(そのー)

佐藤久弐 森田陸夫

On  the Perfect Utilization of Sea~weeds~ 1. 

On  the Improvements in the Manufacture 

of Alginic Acid. (1) 

Hi回 tsug'USato and Mutsuo Morita 

Summary 

Our intention is to improve manufacturing proces日ofalginic acid from sea-weeds. We 
have proposed the following pro巴essfor extra巴tion，日ltrationand finisl】.

Firstly， in extracting， mat泡ri:al日 werepre-treated by hot alkaline solution， and after 
leavil1g for several hours kneaded. Secondly， in sltering， a simple and easily passable 
filtering apparatus was devised which was formed of wire net， quartz sand and glass wool. 
Lastly， il1 finishing， alkaline methanol was used to form sodium salt of alginic acid a8 well as 
to remove impurities and colouring matters. 

われわれは海藻よりするアルギン酸製造工杭の改艮を企国した。 われわれは抽出，ii慮過

たよぴ仕上にf-iして次の方訟を提案した。 ます=抽出にむいては，原料は熱ブワレカリi容液に依

って前庭理され，数時間放置の後担和された。次に鴻過に沿いては，金網，石英砂沿よぴ、ガ

ラス裂iiから成る簡単な容易に通過する憾jJ.¥ft装置が考案せられた。最後に仕上に沿いては，不

純物および色素物質を除くと同時に， アルギン酸のナトリウム騒を作るためにアルカリ性メ

タノールがmいられた。

~1.緒言

わが固にゐける乏しい化準工業資源中， 海誌がま歩、取上げられなければならなhものの

一つで、基うるとと， また多様な海藻成分中合量の多大で、ある賠，臆用的憤値の庚い貼等から考

えて最も注目されたければならない成分は， 招l&~類 ~11 に含まれるアルギン酸であるととも，

康く識若の認めるととろである。

とうして十数年来， ト指に飴る工場がアルギン酸の製造を開始したのであるが， いす=れ
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も思わしい結果を得ていないようでるる。 とのようにアルギン酸工業が今日な必十分な殻民

を逢げていない原因はいうまでもなく ，i買格の馳ーから，また品質の上から需要憤値の高い製

品を作り得たい賠にるる。

筆者等はアルギン酸が今日わが閣に必ける重要な輸出品として再認識されている機舎に

沿いて海藻類の完全利用する研究D第一着手として， アルギン酸ヱ業振興のため，その製法

工程の根本的改良を志し二，三の結果を得た。 ととにその主要な黙につき報告する次第であ

る。

S 2. 改 震法

筆者等はアルギン酸の製造工程に沿ける共の三工程のそれぞれにjないで， 低コスト高品

位の製品を得べく次の如き改良法を考察した。

1) 諜酷を崩壊せしめてアルギン酸を抽出する工程。(抽出工手呈)

2) アルギン酸を含む抽出i夜を融維等不溶性接持より分離する工程。(鴻過工程)

3) 抽出液よりアルギン酸を製品として仕上げる工程。(仕上工程)

(1) 抽 出工程

抽出工程につい‘ては次に述べる冷抽出訟を案出した。

12 gの無水炭酸ソ戸ダを 1.51の水に溶解した水溶液に細片朕風乾昆布り 100gをi受漬し

約 900Cに 10"，20分fm力n熱撹持する。後約 6-12時間放置してから膨潤軟化せる誌瞳を担和

して完全に糊AAとたった時， さらに担和しながら水を少量宛加え， 全容が 51に稀聴された

ならばさらに 10-20分間激しく撹持する。

掲藻類をアルカリ水i容液3 盤類水溶液等と直接加熱撹j'f'するととによりアルギン酸を製

出ナる従来の方法2)に沿いては， }葉植を充分に崩壊せしめてアルギン酸を完全に抽出するた

めには 700C附近に沿いては少なくとも 2-2.5時間の強烈な撹砕を要する。

との従来の方法に比べて本訟は共の諸明iに沿いて優れている。

a) 従来の温抽出法に比べて本法は冷抽出法であり， とれによる加熱判費の節約は英大

である。

b) 本法による撹排時間は約牛時間程度で、従来の方法の約 1/4であって撹持動力の節減

となる;

c) 温熱jj}(態に~I;;>けるアルカリとの接燭時間は従来の方法に比し高々 1/5 程度であり，

したがって抽出によるアルギン酸分子の崩壊を最少限に止め， 高粘度の製l日を得、るととが期j

， 1) まこんぶ (Lαm初出T似 japo鈍化aAR日日CIIOUG)，みついしこんぷ (L.angustαtαKJELLMAN) 

2) 高橋武椴:海藻工業(昭 21)，270-280. 



潟、深類の完全母IJ用に闘する研究; 81 

待できる。

本法による時， 低温度r<::ii-いて， しかも短時間の撹狩により抽出を完了できるのは専ら

設漬膨潤必よぴ担手!1の前庭理にあるととは明らかで、ある。すなわち化事的には藻韓中のアル

ギン酸が設漬時中にすでにソ{ダ盤となり， 71<.易溶性の駅態に饗化しているためでるり， ま

た物理的には担和による藻惜の完全な崩壊によって蕊臆表皮は機械的に剥離せられ， 藻睦の

アルギン酸を合む部分が直接拍/:Hi夜に暴露しているためでるると考えられる。

(2) 鴻 過工程

措過工程については共に述べる成j葺鴻過法を考案した。

直佳 20cmの 10，12， 14 16メッシユの筒4筒を順次重ねて粗描厨とする。 また内樫 19

tcm，深さ 7.5cmのヌツチエに下より拍子おii，石英砂を詰めて精描居とする。硝子綿は 1cm

の厚さに密に墜搾して敷く。石英砂は直径 O.5-1mm

で 5cmの厚さに詰める。(第 1闘)

(1)の抽出工程を経た抽出物はまや粗描居を通り

戎で精鴻居にJないて減毘憾過せらる。 引の抽出物は

最高減自民度 8mmHgに3ないて約 10分間で掠過せら

る。またそのib.¥t過精度は ]ENAの Glasfri tten trich ter 

の No・2あるいは No.3と同程度でるる。

本法に3まける舗は未崩壊の蕊出ーあるいは大型の不 第 1 国

石英語少

日常手作事

溶性捜i宰をあらかじめ除く作用をなす。次の砂居は本鴻過誌にゐける中極部分である。 すな

わちとの部分にJないて膨i問せる繊維質等， 従来のÜ~~過機にたいて誌過至難な残j宰が好都合に

懸垂除去され，その結果弐の梢子新l居にゐける精i惑が鴻迅速度の減退を来すととなく行われ，

全開としての椋過能率を高めているものと考えられる。

施過能率が低下せる場合には描材の更新を行う。ナなわちそのためにはまや飾を水流に

よって洗浄する。 ついでi'ti殴物が多量に附着している砂居の土居部 2-3mm位を制ぎとり

水流をmいて!Y付着物を洗い去り， 必要な場合には砂を再び、施:;品機の上に加えて前同様鴻過す

る。 しかし砂居が 2cm以下にならない限り鴻過に不都合はないから， 洗浮した砂をその都

度~苦過機の上庶に力11 える必要はたい。

憾過及ぴ措材の更新左繰返してついに~í'n・*:í1 を更新する必要が起るまでには， とのヌツ

チヱにたいて約 :~OO l以上のibA;過を行うととができる。

そもそも裟天製治， アルギン酸製器等の海蕊工業IC;.)忌いて有効成分を合む抽出液と残i宅

とを分離する目的を以て従来より行われている方法としては， Jrll~諸機，袋描j品機，遠心分離
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機，民2さi慮過機等童文種があるが， との中日住，袋鴻過機を用いる方法のみが特に寒天製造.3)に

3ないて賞用に供せられ，見るべき成果を挙げているに過ぎない。

とれら従来の諸法に比べて本法はさたの諸黙に沿いて著して優れている。

a) 描過建度が大きい。

b) 鴻過精度が優秀で・ある。

c) 措過能率低下の場合，その胤す1iが容易で、ある。

d) 使用資材はすべて入手容易かつ安債である。

e) 構造が極めて簡単でるる。

(3) 仕上工程

仕上工程については次に述ぺる 2法を考案したε

(i) 低温凝祈沿よぴ加温離築法

(2)の鴻過工程により得られた清浄な抽出液は液温が 20
0
C以下なるととを確め(加。C以

上の場合は冷却する)稀盟酸 (1:1) 50α を加えてよく撹持する。しかる時は時間の経過と共

にゼリ {j11tのアルギン酸が茨酸ガスを抱有し母液上部に浮悦凝析するから， なた 1重夜放置

してよく擬集せしむ。かくて母液とグルとが明瞭に分れたならば，サイフォンを用いて下居

の母液を流し出しグルだけを残す。

号たに多量の母液を含むグルは撹拝したがら 80-900Cに約 10分間加熱する。かくすると

いわゆる離装現象が起りグルはその含む大部分の母液を放出し さらにE霊能の母液も墜搾に

より容易に除き得るHJ¥態となるから，グルを布袋に入れ強く!堅搾股液する。得られたアルギ

ン酸にはさらに水 21を加え前同様に 80-900Cに 10分間加熱し 再び布袋を用いて監搾し

てアルギン酸のみを取出す。(との温水洗浮を繰返すとダルに含まれる液の酸性度は著しく低

下し，同時にアルギン酸の水和性は再び増加し来り， 膨潤を起して堅持による股液が困難と

なるから洗浮は 2-3回程度に止める)

アルギン酸ソ{ダ溶液よりアルギン酸を析出せしむるととに闘する本法の特色ある鮎を

翠げれば失の如くである。

且) アルギン酸ソーダi容液の液温を 20
0
C以下として酸を加えるととにより，アルギン酸

が微細なるコロイド粒子となって母液中に分散懸濁するととを防止し， したがってアルギン

酸グルと骨液とに裁然と分離するととを可能ならしある結果， サイフォンによる母液とアル

ギン酸との分離に営って母液と共に流れ去るアルギン酸をほとんど零とするととができる。

b) 分離せるダルは従来の如くとれをそのまま堅搾ナる場合， グルより母液を除くとと

3) 柳 )11鍛之助:寒天(昭 17)，121-125. 
高橋武雄:、海藻工業(畷21)，65. 
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はなはだ困難(秘めて強大な開力ゐよびとれに堪え得る強制定工布誌を必要とする) であり，

かっそのために長時間jを必要とするものであるが，ゲ、Jvを{主少時間単に加熱するととにより，

その含む大部分の母、液を放出せしめ， さらに簡易な塵搾κより残訟の母液をも短時聞に除く

ととができる。

c) かくて一旦水和歌態が破れたヂルはその後 2-3回程度の温水洗浮が可能で、あり，と

れにより色素物質の一部公よび、酸，盤類の多くを除くととができる。

(ii) アルカリ性メグノ ~Jレによる拍出・股色必よびソ{ダ盟化法

(3)の (i)にj;;-ける最後の洗浄を格ぇ， 布袋中で路、く!緊搾じて得られるアルギン酸は短繊

維j択でかなり水平Il膨潤している。とれを第

2防iの如き朝比奈式自動拙出器4) (A， B共

に容量 1/)のAに入れ，同時にメタノール

を頚部の分l民貼まで加え，さらに概粉末長

酸ソ{ダ 10gを加える。 一方 Bにはメタ

ノ~Jv 500 g j;;-よぴ十分の沸石を加える。

とうしたならばAには還元冷却器を附L，

A， Bをf!i，'ijの如く連結してそれぞれ温硲で

加熱する。加熱に首つてはAの方は沸騰拍

手前に止め， Bの方は(-分段Lく沸騰せし

めるe しかる時は還元冷却器で、冷却したメ

グノ{ルはAの1s;部からアルギン酸の間を

潜り色素を抽出したがら上田に出てCを経

てBに流れ込む。かくして抽出を績ける時

ヂjレキン厳

第 2 闘

はAのメクノ -JLノは次第に無色透明となり，同時にアルギン酸は外観が少しく透明で、飴色と

なり (アルギン目立がそのソーダ堕となるためと考えられる) Bのメクノ{ルは濃厚た黄金色

を帯びてくる。 抽出はアルギン椴ソ{ダの白色度が士宮力nL，Aのメグノ{ルが完全に無色透

明となるまで韻ける。

抽出が経ったならばます=還元冷却器を取外し， A のメタノ ~Jレを可及的他器に移して A

を統栓しBを取外してその代りに冷却器と受器を附し， Aを湯煎上で強く加熱すればA中の

アルギン酸ソ円ダの乾燥と共にメグノ ~-Jvの回牧を行うととができる。かくして鷲別産昆布

からはアルギン酸ソ{ダ 30gを得た。

ちなみに同品の 0.25%水溶液のよ七粘度は 30.5でるる 0

4) 化撃賓験準 II，2， 152 (河出書房， DII15). 
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通常白色優良なるアルギン酸ソ{ダ~得るために行われているととろの， アルギン酸を

アルカリ水溶液に溶解し とれよりヱタノ ~)vを以てアルギン般ソ{グを析出せしめ低温減

臆乾燥し製品とする方法に比べ，本法の特色とする黙は次の如くである。

a) ヱタノ{ノレに代るにメクノ戸ルを以てして十分で、ある。

b) アルギン酸は製品の形態として望ましい短織MHfxの原形を維持したままソ戸ダ瞳と

なり，従来の方法に比べて著しく手数が省かれる。

c) 色素物質除去のために従来の如く漂白剤jめを用いないため， 高利i度のアルギン酸ソ

門ダを得るととができる。

d) 高温に乾燥しても着色しないから低温減陪乾燥のようた手数を必要としない。

!i 3. 結語

上誌の如く本研究は従来のアルギン敵製造法に極々創意的な工夫を加え， その主要工程

に大なる改良をもたらすべき有力な諸国子を有するととを疑わない。 しかし本研究は賓験室

的規模にむいてたされたものであり， とれを大規模に賓施した場合，*して期待する如き好

結果を得るととができるか否かは明言で、きないととろである。 との黙に鑑み筆者等はさらに

_."居研究に努力Fると共に，その中間試験貫施を期待する次第でるる。

(昭和 25年 10月31日受付)

6) 高橋武雄:海藻工業 (1混21)，2¥l1-292. 

調与


